
 
GPA 制度 
 
本学では、学生の皆さんの学修意欲向上と、教員による適切な修学指導支援のため、GPA(Grade Point 

Average)制度を設けています。GPA の値が著しく悪化した場合には、学科の教員から修学指導を受けること

となり、また場合によっては退学勧告を受けることもあります。 

学生の皆さんは GPA 制度の趣旨を十分理解し、卒業に向けてより効果的な学習を行ってください。 

 

GPA とは GPA とはアメリカなどの大学で多く使用される成績の評価方法で、S・A・B・C・D

といった成績評価を GP（Grade Point）と呼ばれる数値に置き換え、それにそれぞれ

の取得単位数を乗じたものを履修登録単位数で除して算出される 1 単位あたりの平均

値です。仮に、単位を取得することができた科目の成績が良くても、一方で不合格と

なった科目の数も多ければ GPA は高くありません。 

したがって、GPA を高い水準に保つためには、履修登録した科目をひとつひとつ丁寧

に学習し、それぞれ高い評価で合格することが必要となります。 

GP 

 

GP は、成績評価に基づき下表のとおりとします。 

成績評価 S A B C D・＊ 

GP 4 3 2 1 0 
 

GPA 計算式 

 

GPA は次の式により算出します。 

GPA= 
�4×Sの取得単位数�+�3×Aの取得単位数�+（2×Bの取得単位数）+（1×Cの取得単位数）

履修登録した総単位数
 

（小数点第 4 位以下四捨五入） 

なお、GPA の算出には、すべての科目が対象となります。 

また、GPA は「年度 GPA」（年度ごとの GPA）と「累積 GPA」（入学以後の通算

GPA）の二つに分けられます。 

GPA 制度のねらい 

 

GPA は「4」に近いほど学習状況が良好であることを示します。 

一方で、GPA が「0」に近ければ、履修登録単位数が過剰であったり、体系的・効率

的な履修ができていなかったりなど、学習状況になんらかの問題が生じている可能性

があります。そういった問題を適宜発見し、教員の指導も交えながら、学生の皆さん

の以後の学習改善に繋げるために GPA 制度は有効であるといえます。 


